




The effect of the academic readiness lessons in START program on executive function and 



































(Diamond & Lee, 2011)で，行動面及び学習面の両方の学習準備として重要である(Bierman, et al., 2008; Blair, 
2002)。特に，創造力と推論や社会的コンピテンスの様々な面において不可欠とされている。さらに，就学前児の
実行機能の高さが小学校入学後の算数や読み書き能力などの学力と関係があるという報告もみられる（Wanless, 



















       
３．プログラムの実施及び評価方法 
(1) 研究の手続き 




















 1) 子どもに対する直接測定 




④抑制課題：フルーツ・ベジタブルストループ課題 (Archibald & Kerns, 1999; Loher & Roebers, 2013) 
 2)教師による子どもの行動評価 
  日本語版Teacher Rating Form (TRF) (Achenbach, 1991; 井潤, 2001) を用いて行った。ひきこもり」「身
体的訴え」「不安/抑うつ」「社会性の問題」「思考の問題」「注意の問題」「非行的行動」「攻撃的行動」の8つの
下位項目で構成されている。 
 3) 授業中の子どもの活動状態 




  分散分析の結果，抑制課題は，交互作用が有意であった(図 4)。単純主効果の検定を行った結果，実施群は
PRE 測定よりも POST 測定において，抑制の能力が有意に向上した。統制群の抑制能力の効果はみられなか
った。 
２．自己制御能力課題 
  群と時期の交互作用は有意ではなかった。そこで，先行研究(Tominey & McClelland, 2011)と同様に，自己
制御能力得点が高い群と低い群に分けて検討した。PRE 測定の平均値 50％未満の 32 ポイント未満で分割し

























レーニングにより鍛えられるとされており(Blair & Razza, 2007)，東日本大震災の被災地で懸念されている子
どもの問題も改善されると考えらえる。 
  教師による評価では，不安/抑うつの問題行動が改善した。母親のネガティブ情動が家庭生活や育児に影響
し，子どもの内在化問題の高さと関係することが報告されている (Crawford, Schrock, & Woodruff-Borden, 
2011)。このことから，子どもの不安/抑うつの問題行動の高さは，東日本大震災の影響が考えられる。児童期
の不安/抑うつの高さは，青年期以降の抑うつ症状を予測し (Cartwright-Hatton et.al., 2006) ，学校適応感
の低さや，不登校とも関係する (Chen & Li, 2000)。したがって，5歳児で不安をコントロールする技術を獲
得することが，将来のよりよい学校生活や社会生活を送ることにつながると考えられる。 
 
  以上のことから，抑制と自己制御能力を高めるためのSTART プログラムの有効性が明らかになった。小学
校入学前にこの能力を高めておくことが，被災地で懸念されている子どもの問題の改善につながると考える。 
 
